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石巻市立桜坂高等学校

第28号桜坂だより

▶新入生代表宣誓

　修業式の前の全校集会で、賞状伝
達式が行われました。３学期に
各種大会などで賞状を頂い
た１．２年生へ校長先生から
賞状が手渡されました。

　こんにちは、桜坂高等学校
です。今回は、４月に行われた
桜坂高校第８回入学式と、３月

の終業式前に行われた
賞状伝達式の様子を
ご紹介します。                      

3月24日

　
石
巻
市
立
桜
坂
高
等
学
校
第
８
回
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
１
３
６
人
の
１
年
生
を
迎
え
ま
し
た
。よ
う
こ
そ
、私
た
ち
の

桜
坂
高
へ
！

ささえあいセンター通信 ⑧

石巻市地域福祉計画
－いつも自分らしく生きるためにみんなで支え合う地域づくり－

　地域福祉計画は、人と人とのつながりを意識して、「顔の見える関係づくり」、「共
に生きる地域づくり」を目指し、「地域住民の支え合い、助け合いによる福祉（地域福
祉）」を推進するため、社会福祉法に基づき策定するものです。
　市ではこれまで個別に策定していた石巻市地域包括ケアシステム推進実施計画を
第４期石巻市地域福祉計画に包含し令和４年３月に策定しました。
　計画では「いつも自分らしく生きるためにみんなで支え合う地域づくり」を基本理念
として、３つの基本目標を立てました。
　１　身近なことの変化に気づく地域づくり
　２　人と地域がつながる仕組みづくり
　３　安心で健やかな暮らしを支える体制づくり
　これらの基本目標ごとに掲げた自助・互助・共助・公助の取組を展開することで、地
域福祉の推進を図っていきます。

自助
自身や家族による
自助努力

互助
隣近所などでの
助け合い、

地域やボランティア
などによる支え合い

共助
介護保険制度など
による相互扶助

公助
公的な制度による
サービスの供給

問　保健福祉総務課　☎２５-６６５９

　

子
育
て
中
の
親
や
家
族
が
安

心
し
て
楽
し
く
子
育
て
で
き
る

「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」を
目
指
し

て
運
営
さ
れ
て
い
る
の
が
、桃
生

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
キ
ッ
ズ

ホ
ー
ム
」で
す
。そ
し
て
、そ
れ
を

支
え
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」（
佐
藤
伸
子

会
長
）で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
お
も
ち
ゃ

で
遊
ん
だ
り
、絵
本
を
読
ん
だ

り
自
由
に
過
ご
せ
る
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス「
キ
ッ
ズ
ホ
ー
ム
」で
は
、

月
曜
～
金
曜
ま
で
の
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
ま
で
、親
子

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、１
日
６
組
を
上
限

に
事
前
に
申
し
込
み
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。利
用
時
間

は
各
組
１
時
間
、そ
の
後
30
分

の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
設
け
、空
気

の
入
れ
替
え
や
お
も
ち
ゃ
の
消

毒
な
ど
を
し
て
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。

　
ど
ん
ぐ
り
の
会
の
会
員
は
現

在
14
人
。ほ
と
ん
ど
が
桃
生
地

区
在
住
の
皆
さ
ん
で
す
。地
域

で
活
躍
中
の
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、民
生
・
主
任
児
童
委
員
、食

生
活
改
善
推
進
員
、更
生
保
護

女
性
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

に
所
属
し
て
い
る
方
々
が
子
ど
も

の
見
守
り
、お
母
さ
ん
た
ち
の
相

談
に
乗
って
い
ま
す
。

親
子
応
援「
キ
ッ
ズ
ホ
ー
ム
」

誰
で
も
楽
し
く
利
用

ど
ん
ぐ
り
の
会

135

イベントでは楽しい出し物も

　

会
員
の
佐
藤
加
代
子
さ
ん
は

25
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン
。子
ど
も
た

ち
の
安
全
の
た
め
に
隅
々
ま
で
目

を
行
き
渡
ら
せ
て
お
り
、「
み
ん

な
孫
み
た
い
で
か
わ
い
い
ね
」と

ニ
コ
ニ
コ
顔
。渡
邊
き
ぬ
よ
さ
ん

も「
子
ど
も
た
ち
と
い
る
の
が
楽

し
い
」と
目
を
細
め
て
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
指
導
員
の
蜂
谷
洋
子
さ
ん
は

「
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る

と
い
う
こ
と
は
、お
母
さ
ん
た

ち
も
安
心
し
て
時
間
を
過
ご
せ

る
と
い
う
こ
と
。大
変
な
子
育

て
の
中
、ほ
ん
の
ひ
と
時
で
も

安
ら
い
で
く
れ
れ
ば
」と
キ
ッ
ズ

ホ
ー
ム
の
意
義
を
強
調
し
て
い

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
５
月
24
日（
火
）に

「
は
じ
ま
り
の
会
」、７
月
12
日

（
火
）に
は「
た
な
ば
た
会
」
な

ど
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
な
が
ら

行
事
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

妊
婦
さ
ん
に
は
紙
お
む
つ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。問
い
合

わ
せ
は
、桃
生
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー「
キ
ッ
ズ
ホ
ー
ム
」（
☎
76-

４
５
２
１
）へ
。

室
内
遊
具
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

４
月
８
日
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将来は桃の花咲く桃生に桃 生

健康とにぎわいの拠点完成

多
目
的
広
場
な
ど
が
供
用

ま
き
あ
ー
と
１
周
年
記
念

　以前より整備を進め
ていた北上地区多目的
広場および北上地区健
康づくりパークが3月
に完成しました。これら
の施設は地域の憩いの
場や活動の場として、北
上地区の活性化に大き
く寄与することが期待されます。完成式では工事関係業者への感謝状贈呈、
テープカットがあり、完成式終了後には北上地区健康づくりパークで始球式
が行われ、会場は盛り上がりを見せていました。

　マルホンまきあーとテラス
の開館1周年を記念した公
演「狂言の世界」が３月28日
に行われました。人間国宝の
野村万作さん（90）が、萬斎
さん（55）、裕基さん（22）と
親子三代で三

さ ん ば そ う

番叟と靭
うつぼざる

猿を
演じました。翌日、万作さんは
市役所を訪ねて齋藤市長と
懇談。「石巻には特別な思い
がある」と話していました。

北 上

苗
木
配
布
で「
も
も
の
里
づ
く
り
」

　地域自治組織の「もの
う夢ネットワーク」は、「も
もの里プロジェクト」と題し
て、希望団体や個人にハ
ナモモの苗木を配布し、庭
先などに植えてもらう取り
組みを進めています。桃の
花が咲きほこる魅力的な
地域にするのが目的で、令
和２～３年度に計１５２本を
配布しています。４月７日には伊藤桂子会長と若山敬昭事務局長が桃生総
合支所を訪れ、植樹された木が桃色の花をつけているのを確かめました。

石 巻

河 南
木
造
2
階
建
て
会
議
室
も
完
備

　石巻市消防団河南地
区団第３分団の「道的
班ポンプ置場」が新築
され、３月２７日から使用
が始まりました。鹿又字
道的前に昭和４９年に建
築された旧ポンプ置場
が老朽化したため、市が
旧ポンプ置場跡地で新
築工事を進めました。新
ポンプ置場は木造２階建てで１階は車庫、２階は会議などを行う詰所があり、
鹿又地区の消防、防災活動の新たな拠点となります。

鹿又道的班ポンプ置場が新築

巨大地震想定し避難訓練

鮎
川
小
で
命
を
守
る
行
動

　鮎川小学校で３月１０日、
全校児童による避難訓練
が行われました。授業中に
巨大地震が発生し、校舎
倒壊のおそれがあると想
定。児童は教員と共に校庭
に避難し、避難所に指定さ
れている牡鹿保健福祉セ
ンターへ徒歩で避難しまし
た。その後、東日本大震災
当時の体験談を聴き、何よりも命を守る行動をすること、日々 の生活の中で
災害が起こった場合の対処方法を考えておくことの大切さを学びました。

牡 鹿

雄 勝
サ
ケ
稚
魚
12
万
匹
放
流

　３月２８日、大原川さけ人
工ふ化場で飼育された、サ
ケ稚魚の放流が行われま
した。震災後、本復旧した
施設での２年目の放流にな
ります。近年、サケの親魚
の不漁が続いているため、
毎年、放流を行っていま
す。この日は12万匹が放
流され、今年は合計で４１万匹の放流を行いました。稚魚はオホーツク海を
目指して大海原へ旅立ち、３～４年後に、雄勝湾へと帰ってきます。今年も大
きくなって戻ってくるよう願いを込めて放流しました。

遡上してくる日心待ち

野村万作さん親子三代公演


